
　近年、地震や風水害など自然災害が激甚化し、広域かつ大規模な災害が頻発しています。そのような災害の
発生時には、市と防災関係機関が一体となり、市民と連携した適切な対応を取ることが求められています。
　今後の災害対応が効果的に推進できるよう、地域防災のあり方について古河駐屯地司令の仲

なか
西
にし

勝
かつ

典
のり

さん、西
南広域消防本部消防正監の関

せき
由
よし

和
かず

さんからお話を伺いました。進行は、自衛隊への理解を民間に促すと同時に、
民間から自衛隊に提言を行う東部方面隊オピニオンリーダー会前会長の長塚孝之さんです。

災害への備えを万全に長
塚(

進
行)

：
こ
の
春
、
災
害
対
策
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、
お
年
寄
り
な
ど
の
避
難

援
助
体
制
や
避
難
指
示
が
よ
り
明
確
に
な

り
ま
し
た
。
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
最
新
の
地
域
防
災
と
迅
速

な
対
応
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
た

だ
き
、
避
難
へ
の
理
解
や
準
備
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
西
：
古
河
駐
屯
地
は
13
市
4
町
を
災
害

派
遣
区
と
し
て
お
り
、
本
年
2
月
に
は
城

里
町
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う
災

害
派
遣
も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
の
自
然
災

害
増
大
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
も
あ
り
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
で
の

任
務
等
、
活
動
が
複
雑
、
多
様
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

前
任
地
熊
本
で
は
、
球く

磨ま

川
が
氾
濫

し
、
事
務
所
が
腰
ま
で
浸
水
し
て
業
務
車

が
水
没
す
る
ま
で
わ
ず
か
数
時
間
と
い
う

体
験
を
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
の

「
近
年
は
災
害
の
心
配
は
な
い
」
と
い
っ

た
誤
っ
た
安
心
感
が
、
対
策
や
避
難
の
遅

れ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

関
：
当
消
防
本
部
の
管
轄
域
で
ま
ず
危
惧

さ
れ
る
の
も
、
河
川
の
氾
濫
や
首
都
圏
直

下
型
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
で
す
。

そ
う
し
た
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
人
員
・

施
設
・
車
両
な
ど
の
消
防
力
を
早
期
に
確

保
し
、
災
害
対
応
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
組
織
母
体
を
市
町
村
単
位
に

持
つ
消
防
は
、
近
隣
や
県
内
、
国
家
レ
ベ

ル
の
緊
急
消
防
援
助
隊
な
ど
と
連
携
し

て
、
災
害
規
模
に
応
じ
た
応
援
体
制
を
確

立
し
て
い
ま
す
。

市
長
：
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地
お
よ
び

西
南
広
域
消
防
本
部
の
皆
さ
ま
の
地
域
災

害
へ
の
対
応
に
、
市
民
の
一
人
と
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
市
が
主
と
し

て
備
え
る
べ
き
災
害
は
水
害
と
地
震
で
す

が
、
特
に
利
根
川
な
ど
の
大
河
川
水
害
の

脅
威
が
大
き
く
、
人
口
の
約
3
分
の
2
の

市
民
が
浸
水
想
定
区
域
内
に
居
住
し
て
い

る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
水

害
か
ら
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

て
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
万
が
一
の
災
害
発
生
時
に
は
関

係
機
関
と
連
携
し
て
市
民
の
命
を
守
る
体

制
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
西
：
そ
う
で
す
ね
。
地
域
連
携
に
向
け

た
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
等
、
自
主
避

難
、
避
難
協
力
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
は

重
要
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
多
く
の

人
命
を
救
助
し
た
の
は
地
域
住
民
に
よ
る

共
助
で
し
た
。
自
衛
隊
は
自
己
完
結
能

力
、
長
期
間
任
務
遂
行
能
力
を
も
っ
て
、

３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
初
動
部
隊
や
常

時
即
応
態
勢
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
、
市
の
防
災
監
と
も
連
携
し
て
、

対
策
本
部
の
運
営
支
援
や
人
命
救
助
、
生

活
支
援
、
応
急
復
旧
な
ど
被
災
者
の
サ

ポ
ー
ト
に
当
た
り
ま
す
。
国
民
や
地
域
の

皆
さ
ま
の
理
解
と
信
頼
を
支
え
に
、
我
々

は
任
務
に
専
念
し
、
使
命
を
完
遂
し
て
ま

い
り
ま
す
。

関
：
大
規
模
地
震
や
水
害
現
場
に
お
け
る

救
出
活
動
に
お
い
て
、
我
々
は
常
備
消
防

や
消
防
団
等
の
部
隊
運
用
に
加
え
、
市
、

自
衛
隊
、
警
察
、
医
療
機
関
な
ど
多
く
の

関
係
機
関
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
救
出
活
動
に
お
け
る
連
携
強

化
に
向
け
て
、
古
河
市
災
害
対
策
本
部
の

運
用
を
踏
ま
え
た
災
害
状
況
や
避
難
状
況

の
把
握
、
ま
た
そ
れ
ら
の
情
報
の
共
有
、

役
割
分
担
の
明
確
化
を
図
り
、
よ
り
効
率

的
な
活
動
を
展
開
す
べ
く
訓
練
を
続
け
て

い
ま
す
。

市
長
：
市
で
は
浸
水
の
恐
れ
が
な
い
三
和

庁
舎
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
現
在
、
図
上
訓
練
な
ど
を
繰
り
返

し
行
っ
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
連
携

を
含
め
た
市
と
し
て
の
「
公
助
」
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
活

性
化
な
ど
「
共
助
」
の
向
上
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
さ
ら
な
る
啓
発
な
ど
に
よ

る
「
自
助
」
の
向
上
に
努
め
、
災
害
へ
の

備
え
の
万
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
自

衛
隊
お
よ
び
消
防
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

長
塚(

進
行)

：
危
険
を
顧
み
ず
、
災
害
対

策
に
あ
た
る
皆
さ
ま
方
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
官
民
一
体
で
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
備
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

陸上自衛隊古河駐屯地司令 茨城西南広域消防本部消防長消防正監

Profile：長塚孝之氏

- 進行 -

福岡県出身。防衛大学校土木工学科卒。
平成5年入隊。第10施設群長(宮城)、陸上
幕僚監部監理部総務課長などを経て、令
和2年12月、熊本地方協力本部長から第1
施設団長兼古河駐屯地司令に着任

Profile：仲西勝典氏

八千代町出身。茨城県立境高等学校卒。
昭和55年4月消防士拝命。特別救助隊、
救急救命士、総務課長などを経て、令和3
年4月、消防次長から茨城西南広域消防本
部消防長に着任

1都10県にまたがる
陸上自衛隊東部方面隊　東桜会
オピニオンリーダー会前会長

仲西 勝典さん            針谷 力            関 由和さん

会 談

Profile：関由和氏

▲令和2年7月豪雨での球磨川等の氾濫により孤立
する集落に、支援物資を運搬する様子(第8師団提供)

▲平成27年9月の関東・東北豪雨災害で、鬼怒川の堤
防が決壊した際の消防による救助活動の様子

古河市長

>>>>>
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